
院内での主な活動

手術看護認定看護師って、何ができるナース？

こんにちは！手術看護認定看護師です

「手術看護」とは、手術治療が必要なあらゆる年代の患者さんの
術前・術中・術後、いわゆる周手術期の中で行われる看護のことをさします。
患者さんが抱える合併症を考慮しつつ術前から準備をし、手術の場で質の高い
看護を提供します。
麻酔中の患者さんの代弁者としてプライバシーを保護し、手術が安全・安楽に終了
するための援助を行います。
手術看護に携わる看護師の質の向上を目的に指導・教育や、手術前の不安の緩和
や手術についてのオリエンテーションなど、手術全般に関する相談もお受けします。

日常的に手術場面におけるスタッフへの教育を推進しております。
病棟看護師を対象に術前準備の必要性や深部静脈血栓症予防などの
学習会を実施しています。
感染管理認定看護師・外科医師と共に手術部位感染防止対策チーム
として学習会への参加や、皮膚排泄ケア認定看護師と共に手術の際の
皮膚保護材の検討、手術室での皮膚・神経を保護する対策などを
行っています。

院外での活動内容

西澤佳代(2007年資格取得)

吉田麻紀(2015年資格取得)

日本手術看護学会北海道地区講師、日本手術看護学会年
次大会での演題発表、オペナーシング・手術看護エキス
パートへの執筆など地域の手術看護にも貢献しております

 


